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西高通信

集い 語らい 楽しもう

旭川西高東京同窓会は20年ぶりに上野開催へ
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写真：須賀一 東天紅会場から見た春の忍不池写真：須賀一 東天紅会場から見た春の忍不池

当日この新聞を持って
ご参加ください。

開催近し！
第34回総会

平成28年 4月9日 土

一般会員　　　　 8,000円
40歳代（42期まで）　5,000円
20～30歳代　　　2,000円
現役学生　　　　無料
小林茂先生（9期）／坂井勝先生（13期）

東天紅上野本店　3階大ホール
東京都台東区池之端1-4-1　TEL.03-3828-5111（代）

東京メトロ千代田線 「湯島駅」から徒歩約3分 など
詳しくは本誌3頁をご覧下さい。

開催日

アクセス

会　場

会　費

招待恩師

今年から参加申し込みは“はがき”のみです！ ─同封のはがきでお申し込みください─

34 回旭川西高東京同窓会総会は、約 20 年
ぶりに上野で開催することになりました。

13・18・23・38 期など 5 期毎のメンバーが企画
して「本気モードで、集い、語らい、楽しもう
in UENO」をテーマに、新装なった上野・東天
紅で開催いたします。進学、就職など期待と不
安を胸に秘めて上野に降りたった若き日を思い
出しながら、満開の桜のもと春の宵をお楽しみ
ください。
　鮭が生まれた川に戻ってくるように、人も人
生を重ねるとふるさとを懐かしく思い出される

ようです。狭い上川盆地を飛び出して半世紀余り、仕事で海外駐在
や建設現場監督など世界各国、百数十都市を巡りました。趣味で国
体や全日本のヨット・レースの審判員などで全国各地を訪れました。
国内外をぐるっと回って、ふるさと旭川への望郷の想いが募ってき
ました。ひょうひょうとして人生をしのいでいく「のどかでぬくい」
旭川人気質、人の好い旭川西高卒業生の魅力を誇りに、東京同窓会
を盛り上げていきたいと思います。ぜひご参加いただきたく、よろ
しくお願い申しあげます。

第34回 実行委員長　
前田彰一（13 期）

ごあいさつ

今年の二次会は各期で会場を探す、もしくは実行委員にお問い合わせ下さい。
小人数なら東天紅2階CAFE LOUNGEで（事前予約必要：3頁参照）。

第
13：00～15：00受付12：00～ 開宴時間時　間

※別途1,000円を年会費
　として申し受けます。

二次会について
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今
年
は
期
待
し
た
い 

　
　
　「
念
願
の
甲
子
園
」

　
親
愛
な
る
旭
川
西
高
東
京
同

窓
会
の
皆
様
、
第
34
回
同
窓
会

の
ご
案
内
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
開
催
場
所
の
上
野
は
、
私
た
ち
の
年

代
に
と
っ
て
は
大
変
懐
か
し
く
、
若
い
頃
が
思
い
出

さ
れ
、
郷
愁
を
誘
わ
れ
ま
す
。
皆
様
も
20
年
ぶ
り
の

場
所
と
い
う
こ
と
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
昨
年
の
西
高
は
野
球
部
の
大
活
躍
で
、
私
た
ち
同

窓
生
を
多
い
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
春
・
夏

（
甲
子
園
予
選
：
旭
川
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
）、
秋
（
新
人

戦
：
旭
川
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
）
と
、
旭
川
地
区
で
は
す

べ
て
勝
ち
上
が
り
、
道
大
会
に
出
場
を
果
た
し
ま
し

た
。
念
願
の
甲
子
園
も
夢
で
は
な
く
、
現
実
に
近
づ

い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
期
待
し
た
い
。
頑

張
れ
、
西
高
魂
！
！

　
平
成
29
年
は
開
校
百
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
学

校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同
窓
会
（
旭
川
・
札
幌
・
東
京
）
で

計
画
を
話
し
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
東
京
同
窓
会
か
ら
も
役
員
を
輩
出
し
て
い
た

だ
き
、
皆
様
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
実
行
委
員
の
皆
様
、
大
変
か
と
存
じ
ま
す
が
、
お

体
に
気
を
つ
け
て
総
会
の
準
備
・
企
画
・
運
営
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
４
月
９
日
、
上
野
に
て
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
、
お
元
気
で
。

前
期
を
終
了
し
て

　
旭
川
西
高
等
学
校
長　

今
井　
悟

　
学
校
祭
や
文
部
科
学
省
指
定

の
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
事
業
で
あ
わ
た
だ
し

く
前
期
が
終
了
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
同
窓
会
の
皆

様
の
お
蔭
に
よ
り
各
行
事
も
順
調
に
実
施
で
き
、
西

高
生
は
勉
学
に
部
活
動
に
と
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向

か
っ
て
伸
び
伸
び
と
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
学
校
の
様
子
を
い
く
つ
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
と

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
は
本
年
度
か

我
々
東
京
同
窓
会
が
役
に
立
つ
事

　
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
？

今
年
こ
そ
何
か
西
高
の
在
校
生

に
役
立
つ
こ
と
を
、
東
京
同
窓

会
で
出
来
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
間
接
的
に
は
、

我
々
が
元
気
に
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
、
何
か
の
形

で
役
だ
っ
て
い
る
と
思
い
た
い
の
が
本
音
で
す
が
ね
。

　
具
体
的
に
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
と
言
え
ば
、
諸

先
輩
の
方
々
の
努
力
で
年
１
回
現
役
在
校
生
に
贈
る

（
リ
ン
ケ
ー
ジ
ア
ワ
ー
ド
）
だ
け
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
こ
こ
に
新
し
い
種
（
塾
）
を
ご
紹
介
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
塾
の
名
を
「
鈴
蘭
塾
」
と
言
い
ま
す
。
９
期

の
嶋
村
さ
ん
が
情
熱
を
込
め
て
支
援
す
る
塾
で
、
東

京
同
窓
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
ご
自
分
の
経
験
談
、
人

生
観
、
更
に
は
西
高
時
代
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
過

ご
し
て
い
た
か
な
ど
の
話
を
西
高
生
の
前
で
話
し
、

そ
し
て
彼
ら
の
質
問
に
答
え
る
。
第
１
回
目
は
洋
菓

子
研
究
家
の
加
藤
千
恵
さ
ん
（
17
期
）
で
し
た
。
同

じ
西
高
を
卒
業
し
人
生
を
一
生
懸
命
に
生
き
て
い
る

先
輩
達
の
「
生
の
話
」
が
、
彼
ら
の
未
来
に
良
い
影

響
を
与
え
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
（
第

２
回
目
・
嶋
村
さ
ん
の
話
の
内
容
は
６
頁
に
掲
載
）。

こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
行
動
を
一
つ
、
二
つ
、
三
つ

と
、
同
窓
会
の
皆
さ
ん
と
工
夫
を
し
て
創
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
今
回
３
度
目
の
鈴

蘭
塾
を
４
回
、
５
回
と
続
く
よ
う
応
援
し
て
頂
く
こ

と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
元
気
な
皆
さ
ん
と
、
会
場
で
お
会
い
出
来
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

〔
因
み
に
、
第
３
回
鈴
蘭
塾
は
17
期
・
山
口
俊
晴
さ

ん
（
が
ん
研
有
明
病
院
長
）
が
講
師
と
な
り
、
平
成

28
年
１
月
28
日
に
西
高
で
開
催
さ
れ
ま
す
。〕

ら
２
期
目
の
指
定
を
受
け
、
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
中
で
も
６
月
に
は
英
語

科
と
理
科
の
教
員
が
協
同
で
取
り
組
ん
だ
「
課
題
研

究
英
語
発
表
会
」
は
理
数
科
３
年
生
の
見
事
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
り
、
す
ば
ら
し
い
発
表
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
７
月
10
日
か
ら
４
日
間
の
日
程
で
開
催
し
た
西
高

祭
は
、
同
窓
の
方
を
含
め
多
く
の
皆
様
に
来
校
い
た

だ
き
、
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
も
大
い
に
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
体
連
・
高
野
連
・
高
文

連
の
支
部
大
会
も
ほ
ぼ
終
了
し
、
３
年
生
は
こ
の
時

期
か
ら
自
分
の
進
路
実
現
に
向
け
て
学
習
モ
ー
ド
が

一
段
と
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

西高ばんざい　招待恩師　小林　茂（昭和 41 年～平成 4 年　保健体育）（9 期）

　白く化粧された大雪の山々が街に浮き上がるように美しい！　
私は、台場の下り坂から見た「大雪が見える旭川」の風景が好き
だ。65 回目のゴルフを楽しみ帰宅すると、電話が鳴る。13 期の
綱島氏からであった。「原稿がこない」とのこと。反省と感謝。

　西高には昭和 41 年から平成４年までの 26 年間勤務。高校３年間を加えると 29
年間お世話になった。たくさんの思い出の中で、体操部が全道 15 回の優勝、平成
元年には日本一になった。よき生徒たちに恵まれた結果であり、幸せでした。
　創立 100 年記念の際、記念誌編纂委員長等を務め、現在は副会長として「創立
110 年」に向かっている。恩返しもあるが、私の生き方の原点はすべてが西高なの
です。（写真は 44 歳、現在 74 歳、笑ってください！）

お礼参り　招待恩師　坂井　勝（平成 9 年～ 17 年　国語）（13 期）

　同期の綱島正寛君から「東京同窓会に、君を恩師として呼びたい」
との電話。私は凡そウエットな雰囲気が纏わりついている「恩師」
とか「教え子」とかいう言葉が嫌いで、意識的に使わないようにし
ている男である。断固として断ったが、綱島君も頑として譲らない。

「君はいつからそう頑固になったんだ」と互いになじり合う始末。まぁ、所詮東京 vs ガ
ラパゴス。ハナから勝ち目は無かったのかもしれない。斯くして東京行きとは相成った。
然らば、この際だから、第１回西高リンケージアワードを戴いたことや、西高新聞縮刷
版および百周年記念誌発行でお世話になった「お礼参り」といこう。「被教育を教育」
した話等は年配の方々の興味をそそるかももしれない…などと考えたりしている。

招待恩師より一言

第34回東京同窓会開催、今後の方向性を探る
　

旭
川
西
高
東
京
同
窓
会
会
長　

荒
川　

繁
（
20
期
）

旭
川
西
高
同
窓
会
会
長　

高
野
正
夫
（
19
期
）
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禁・無断転載

Ａ

C

B

上野界隈案内図
─東天紅までの散歩道─

Ａ
コ
ー
ス
（
桜
並
木
散
策
コ
ー
ス
）

　

�

Ｊ
Ｒ
・
京
成
「
上
野
駅
」
か
ら
徒
歩
約
15
分

　

�

Ｊ
Ｒ
上
野
駅
公
園
口
か
ら
上
野
公
園
内
へ
→
西
郷
隆
盛
像

手
前
を
右
折
→
満
開
の
桜
並
木
を
横
断
→
寛
永
寺
清
水

観
音
堂へ
→
階
段
を
下
り
て
不
忍
池
弁
財
天
へ
→
ボ
ー
ト

場
を
左
折
→
公
園
を
出
て
不
忍
通
り
を
横
断
→
東
天
紅

Ｂ
コ
ー
ス
（
不
忍
池
周
遊
コ
ー
ス
）

　

�

東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線
「
上
野
広
小
路
」
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徒
歩
約
10
分

　

�

上
野
広
小
路
Ａ
3
出
口
を
出
て
左
手
を
約
２
０
０
ｍ

直
進
→
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
左
折
→
公
園
内
に
入
っ

て
不
忍
池
（
蓮
池
）
を
時
計
回
り
に
周
遊
→
不
忍
通

り
「
不
忍
池
西
」
を
横
断
→
東
天
紅

Ｃ
コ
ー
ス
（
最
短
コ
ー
ス
）

　

�

東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線
「
湯
島
駅
」
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徒
歩
約
3
分

　

�

湯
島
駅
1
番
出
口
を
出
て
左
手
を
直
進
→
不
忍
池
を

右
手
に
見
な
が
ら
道
な
り
に
進
む
→
東
天
紅

❶�旧岩崎庭園／ 9：00 ～ 16：30（閉園 17：00）／一般 400 円、65
歳以上 200 円／―

❷�横山大観記念館／ 10：00 ～ 16：00（最終入館 15：30）／大人
550 円／―

❸�東京都美術館／ 9：30 ～ 17：30（最終入館 17：00）／入館料無料
（観覧料は展覧会ごとに異なる）／―
❹�国立博物館／ 9：30 ～ 17：00（最終入館 16：30）／一般 620 円、
大学生 410 円（特別展は別料金）／生誕 150 年黒田清輝─日本近代
絵画の巨匠

❺�国立西洋美術館／ 9：30 ～ 17：30（最終入館 17：00）／毎月第 2、
第 4土曜日は常設展示のみ無料（企画展は別料金）／日伊国交樹立
150 周年記念　カラヴァッジョ展

❻�下町風俗資料館／ 9：30 ～ 16：30（最終入館 16：00）／一般 300
円／―

※上記は 2015 年 11 月時点の情報です。詳細は最新情報をお確かめください。

❶�

❷�

❸

❹

❺

❻

【施設名／開園・開館時間／入館料または観覧料／特別展予定】

公園口

A3出口

1番出口
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「
人
生
の
道
し
る
べ
」
と
出
会
う

小
泉
美
紀
子
（
13
期
）

　
大
学
１
年
の
春
、
部
活
動
は
何
を
し
よ
う
か
と
考

え
た
末
、
書
道
部
に
決
め
ま
し
た
。
中
学
、
高
校
と
書

道
部
で
平
田
先
生
の
指
導
を
受
け
、「
大
き
な
作
品
を

書
く
」
と
い
う
作
業
の
楽
し
さ
を
教
わ
っ
て
い
た
か
ら

で
す
。
大
学
の
書
道
部
へ
入
部
し
て
、
そ
こ
で
生
涯
の

師
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
は
じ
め
は
サ
ボ
っ
て

ば
か
り
で
、
１
、
２
か
月
に
一
度
顔
を
出
す
程
度
で
し

た
。
た
ま
た
ま
「
今
日
が
締
切
り
で
す
」
と
の
声
に
反

応
し
て
出
品
し
た
作
品
が
特
選
に
な
り
、
書
道
部
始

ま
っ
て
以
来
の
快
挙
と
、
校
内
新
聞
に
顔
写
真
付
き
で

掲
載
さ
れ
、
一
躍
ヒ
ー
ロ
と
な
り
ま
し
た
。
月
に
一
度

も
顔
を
だ
さ
な
い
部
員
は
即
「
退
部
」
が
書
道
部
の
規

則
。
そ
の
中
で
私
は
展
覧
会
用
の
い
わ
ば
指
名
代
打
的

存
在
で
退
部
は
免
れ
ま
し
た
。
卒
業
の
年
、
初
め
て
合

宿
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
顧
問
の
先
生
に
呼
ば

私
と
東
京西

田
育
子
（
庁
立
旭
川
高
等
女
学
校
37
期
）　

　
私
と
東
京
の
最
初
の
出
会
い
は
昭
和
17
年
の
お
正

月
、
祖
父
の
お
供
で
学
校
を
休
ん
で
上
京
し
ま
し
た
。

戦
時
下
の
こ
と
、
銀
座
で
さ
え
も
モ
ン
ペ
と
国
防
色
ば

か
り
、外
食
す
ら
で
き
な
く
て
お
腹
の
空
く
旅
で
し
た
。

二
度
目
は
受
験
の
為
、
友
人
の
横
田
さ
ん
の
お
母
さ
ん

の
母
校
を
訪
ね
る
旅
で
し
た
。
も
う
終
戦
に
な
っ
て
い

て
満
員
の
汽
車
で
急
行
は
な
し
、
途
中
で
降
ろ
さ
れ
て

闇
物
資
の
検
査
が
あ
り
ま
し
た
。

　
旭
川
―
函
館
、
10
時
間
、
青
森
―
上
野
24
時
間
の
旅

で
、
東
京
は
一
面
の
焼
け
野
原
で
し
た
。
夜
行
で
関
西

に
向
か
い
ま
し
た
が
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
ま
ま
、
立

ち
ど
う
し
で
、
梅
田
に
着
い
た
と
き
は
足
が
ふ
ら
つ
き

ま
し
た
。
女
学
校
の
卒
業
式
は
欠
席
し
て
！
進
学
し
ま

し
た
が
、
食
料
事
情
が
悪
く
、
夏
休
み
帰
省
中
に
身
体

を
壊
し
ま
し
た
。
10
月
に
復
帰
で
き
た
の
で
す
が
、
そ

の
た
め
３
月
の
進
級
時
に
出
席
日
数
が
足
り
ず
、
又
、

学
制
が
変
わ
っ
た
り
し
て
、
実
家
に
相
談
し
た
く
て
も

電
話
が
繋
が
ら
な
く
て
、
現
在
の
ケ
ー
タ
イ
の
便
利
さ

が
嘘
の
よ
う
で
す
ね
。
一
旦
実
家
に
戻
り
昭
和
27
年
に

結
婚
し
て
上
京
し
ま
し
た
。

　
主
人
が
買
っ
て
く
れ
た
家
は
東
京
区
内
で
し
た
が
、

ガ
ス
、
水
道
、
電
話
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
家

の
前
は
広
々
と
し
た
麦
畑
で
し
た
。
女
学
校
時
代
、
援

農
で
行
っ
た
東
鷹
栖
の
よ
う
で
し
た
。
そ
の
後
、
北
九

州
へ
の
転
勤
が
あ
り
ま
し
て
10
年
ほ
ど
し
て
帰
京
し
た

時
は
家
々
が
び
っ
し
り
建
ち
並
び
、
東
京
は
様
変
わ
り

し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
新
聞
で
庁
立
旭
川
高
女

の
同
窓
会
の
案
内
を
見
つ
け
て
出
席
し
、
な
つ
か
し
い

散
歩
道

徳
田
美
都
子
（
1
期
）

　
わ
が
家
か
ら
日
々
の
散
歩
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
神

代
植
物
公
園
は
、
気
の
向
く
ま
ま
に
自
由
に
歩
け
る
、

限
り
な
く
嬉
し
い
所
で
す
。
風
の
声
を
聞
き
、
鳥
の
姿

を
求
め
つ
つ
、
蝶
と
追
い
か
け
っ
こ
し
、
バ
ラ
と
桜
を

こ
よ
な
く
愛
し
、
小
川
の
音
色
を
楽
し
み
、
過
ぎ
逝
き

し
人
を
想
う
、
至
福
の
時
が
そ
こ
に
あ
る
の
で
す
。

　
春
、
遠
山
の
如
く
に
見
え
る
雑
木
林
の
新
芽
は
、
薄

紫
に
萌
え
だ
し
、パ
ン
パ
ス
の
花
穂
が
咲
き
誇
る
時
に
、

秋
の
訪
れ
を
知
る
。
そ
し
て
、
し
ば
ら
く
せ
せ
ら
ぎ
を

辿
り
、
石
橋
に
立
ち
、
手
を
叩
き
、
足
を
踏
み
、
鯉
に

声
を
か
け
る
の
で
す
。
時
に
ス
ケ
ッ
チ
に
佇
む
、
描
い

た
こ
の
景
色
は
、
是
非
訪
れ
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
場

東
京
と
の
最
初
の
出
会
い

　
　
　
　

─
あ
の
日
、
あ
の
と
き

初めて出会った東京〔印象・出会い・カルチャーショック〕─東京同窓会を支えてくれた女性からのひと言

顔
と
再
会
し
ま
し
た
。
桜
花
会
の
発
足
で
は
、
初
代
会

長
は
牧
田
さ
ん
（
29
期
）
で
、
同
期
の
浅
井
さ
ん
、
私

の
小
学
校
の
恩
師
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
発
足
時

の
会
員
は
５
０
０
名
ほ
ど
で
し
た
。

　
私
は
会
計
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
39
期
の

塚
本
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
、
同
期
の
金
子
さ
ん

と
頑
張
り
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
歳
を
と
り
、
新
人
会
員

は
な
く
最
後
は
１
０
０
名
程
に
な
り
ま
し
た
。
病
気
に
な

る
方
も
お
ら
れ
、
桜
花
会
も
解
散
し
ま
し
た
。
旭
川
に
は

「
旭
高
女
（
庁
立
）」、
市
立
高
女
、
沢
井
（
私
立
）
高
女

が
あ
り
ま
し
た
が
、「
庁
立
旭
高
女
」の
繋
が
り
を
大
切
に
、

桜
花
会
と
と
も
に
歩
ん
だ
東
京
で
の
年
月
で
し
た
。

れ
、「
書
で
身
を
立
て
る
気
は
な
い
か
」
と
の
突
然
の

話
が
有
り
ま
し
た
。
先
生
は
両
親
宛
て
に
東
京
で
書
道

の
道
を
目
指
ざ
さ
せ
て
ほ
し
い
旨
を
巻
紙
に
面
々
と
認

め
て
あ
り
ま
し
た
。
思
い
も
よ
ら
ず
本
格
的
に
書
の
道

に
進
む
べ
き
、
道
し
る
べ
が
出
来
た
の
で
す
。
そ
れ
か

ら
と
い
う
も
の
、各
種
書
展
で
入
賞
し
、師
範
も
取
り
、

人
生
を
楽
し
い
も
の
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
書
は
晩
年
芸
術
と
い
わ
れ
ま
す
。
い
く
つ
に
な
っ
て

も
挑
戦
し
が
い
が
あ
る
。
古
希
を
迎
え
た
今
だ
か
ら
こ

そ
い
え
る
こ
と
。
こ
れ
か
ら
が
挑
戦
で
す
。

所
な
の
で
す
。
そ
こ
か
ら
天
空
を
見
上
げ
ん
ば
か
り
の

梢
を
持
つ
雑
木
林
を
少
し
行
く
と
、
深
大
寺
の
裏
山
に

接
す
る
植
物
園
の
裏
門
に
出
ま
す
。

　
深
大
寺
の
境
内
を
廻
り
、
白
鳳
仏
は
じ
め
、
文
学

作
等
を
読
み
と
き
、
楽
し
む
の
も
こ
の
散
歩
道
な
の
で

す
。
西
側
に
深
沙
大
王

を
祀
っ
て
あ
る
の
が
深
沙

堂
で
、
縁
結
び
の
神
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
所
謂
縁

結
び
と
一
寸
違
う
の
で
す

が
、
私
は
長
い
こ
と
わ
が

家
の
様
々
な
ご
縁
が
欲
し

い
時
々
に
、
願
い
と
祈
り

を
捧
げ
る
の
で
す
。

問い合わせ
Tel.03-5817-8436
文京区湯島3-20-12
ツナシマ第2ビル4階
シェア・オフィス KOTO-BA 

第15回桜花会東京支部総会・五反田ゆうぽうと（平成8年4月19日）

自
作
：
深
大
寺
を
行
く

特 集
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小
さ
な
感
動
二
つ

　

近
野
礼
子
（
８
期
）

　「
私
の
初
め
て
の
東
京
」
と
い
う
題
を
い
た
だ
き
、
こ

ち
ら
に
来
て
か
ら
、
早
、
半
世
紀
近
く
経
っ
て
い
る
こ
と

に
驚
い
て
い
ま
す
。
当
時
を
思
い
起
こ
し
て
、
フ
ッ
と
小

さ
な
感
動
の
あ
っ
た
こ
と
が
思
い
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

　
北
国
の
半
年
に
及
ぶ
雪
と
の
付
き
合
い
に
な
れ
て
い

た
私
に
と
っ
て
、
こ
ち
ら
に
来
て
、
12
月
に
な
っ
て
も

ハ
イ
ヒ
ー
ル
を
履
い
て
、
コ
ツ
コ
ツ
と
地
面
を
闊
歩
で

き
る
こ
と
に
、
あ
ゝ
長
靴
で
な
く
て
も
良
い
の
だ
と
心

が
弾
ん
だ
も
の
で
す
。

昭
和
ひ
と
ケ
タ
お
ば
さ
ん
奮
闘
記

中
野
純
子
（
２
期
）

　
私
達
「
昭
和
ひ
と
ケ
タ
生
ま
れ
」
は
太
平
洋
戦
争
時

代
に
子
供
時
代
を
す
ご
し
ま
し
た
。
戦
後
の
混
乱
の
中
、

「
学
制
改
革
」
と
や
ら
で
、い
き
な
り
男
女
共
学
と
な
り
、

「
通
学
区
域
制
」
で
入
学
し
た
の
が
旭
川
西
高
で
し
た
。

そ
ん
な
私
、
昭
和
ひ
と
ケ
タ
お
ば
さ
ん
が
東
京
に
出
て

き
た
の
が
昭
和
33
年
（
１
９
５
６
年
）、
日
本
は
経
済
発

展
へ
の
大
転
換
期
で
し
た
。
そ
れ
以
来
東
京
の
め
ま
ぐ

る
し
い
変
化
に
只
々
驚
愕
し
な
が
ら
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。
昭
和
34
年
の
皇
太
子
結
婚
の
パ
レ
ー
ド
を
見
よ
う

と
テ
レ
ビ
が
普
及
し
、
続
い
て
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷

蔵
庫
が「
三
種
の
神
器
」と
言
わ
れ
た
時
代
が
き
ま
し
た
。

　
今
は
街
の
中
心
街
を
大
型
電
気
店
が
占
領
し
、
当
時

貴
重
品
だ
っ
た
電
話
も
今
で
は
ス
マ
ホ
の
時
代
と
な

り
、
大
型
電
気
店
の
大
き
く
目
立
つ
一
角
を
占
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
時
は
新
繊
維
の
ナ
イ
ロ
ン
、
テ
ト
ロ
ン
、
レ
ー
ヨ

ン
な
ど
が
出
ま
わ
り
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
ス
カ
ー
ト
は
、

ロ
ン
グ
、
ミ
ニ
、
タ
イ
ト
、
フ
レ
ア
と
欧
米
の
流
行
が

銀
座
八
丁
目

塚
本
英
子
（
1
期
）

　
昭
和
30
年
１
月
１
日
、
上
野
駅
に
着
き
ま
し
た
。
初

め
て
の
東
京
で
す
。
正
月
な
の
に
雪
が
な
い
。
こ
の
時
の

気
持
ち
は
今
で
も
よ
く
思
い
出
し
ま
す
。
修
学
旅
行
の

経
験
の
な
い
２
人
で
し
た
の
で
、
毎
日
の
よ
う
に
見
学
に

出
か
け
ま
し
た
。ど
こ
へ
行
っ
て
も
歴
史
を
感
じ
ま
し
た
。

　
よ
し
、
仕
事
を
す
る
な
ら
銀
座
に
し
よ
う
と
（
若
気

の
至
り
）、
考
え
た
の
は
今
思
い
出
し
て
も
笑
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
幸
い
に
し
て
小
さ
な
お
店
で
働
か
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
、
毎
日
楽
し
く
、
め
ず
ら
し
く
て
通

り
ば
か
り
を
眺
め
て
門
に
立
っ
て
い
る
と
、
店
の
オ
ー

ナ
ー
の
奥
様
に
、
よ
く
叱
ら
れ
ま
し
た
。
銀
座
千
疋
屋

の
前
を
都
電
が
走
り
、
乗
り
降
り
す
る
人
の
面
白
さ
。

　
店
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
客
様
の
東
京
な
ら
で
は
の
出

会
い
、
信
じ
ら
れ
な
い
人
達
。
例
え
ば
三
笠
宮
様
、
中

２
階
に
な
っ
て
い
る
場
所
で
コ
ー
ヒ
ー
を
召
し
上
が

り
、
ゆ
っ
く
り
オ
ー
ナ
ー
や
奥
様
と
お
話
し
を
し
て
行

か
れ
た
り
。
松
島
ト
モ
子
ち
ゃ
ん
が
毎
月
「
少
女
」
と

い
う
月
刊
誌
の
表
紙
の
た
め
、
か
わ
い
い
洋
服
を
買
い

に
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
す
ば
ら
し
い
刺
繍
を
し
た
洋
服
を

六
十
数
年
前
を
た
ど
り 

　
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
へ

辻　
遼
子
（
１
期
）

　
東
京
に
出
て
六
十
数
年
、
印
象
も
薄
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
久
し
振
り
に
近
場
で
一
泊
旅
行
を
し
よ
う
と
決

ま
っ
た
所
が
「
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
」。
本
当
に

近
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
東
京
駅
百
周
年
記
念
で
綺
麗

に
改
装
さ
れ
た
駅
を
見
学
す
る
の
も
い
い
と
思
い
、
ほ
と

ん
ど
お
上
り
さ
ん
状
態
で
車
に
ま
か
せ
丸
ノ
内
、
浅
草
を

回
り
、
夕
方
ホ
テ
ル
に
到
着
。
部
屋
の
窓
か
ら
改
札
口
が

丸
見
え
で
、
人
の
流
れ
に
つ
い
見
と
れ
て
い
る
と
、
駅
が

ま
る
で
生
き
て
い
る
よ
う
な
変
な
錯
覚
を
感
じ
ま
し
た
。

初めて出会った東京〔印象・出会い・カルチャーショック〕─東京同窓会を支えてくれた女性からのひと言

毎
月
買
い
求
め
て
下
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
中
村
錦
之
助

が
フ
ァ
ン
の
方
大
勢
に
追
っ
か
け
ら
れ
て
逃
げ
込
ん
で

き
て
、
裏
口
か
ら
お
帰
り
い
た
だ
い
た
り
。
毎
日
が
ハ

プ
ニ
ン
グ
、
面
白
か
っ
た
で
す
。

　
一
番
の
思
い
出
は
、
娘
た
ち
に
も
話
し
た
こ
と
の
な

か
っ
た
、「
映
画
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
試
験
を
ぜ
ひ

受
け
に
来
て
ほ
し
い
。
写
真
を
用
意
し
て
、
履
歴
書
と

一
緒
に
持
っ
て
来
て
ほ
し
い
」と
言
わ
れ
た
こ
と
。
即
、

お
断
り
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
写
真
が
こ
れ
で
す
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
す
ご
い
人
並
。
ア
メ
リ
カ
の

兵
隊
さ
ん
が
両
手
に
美
し
く
着
飾
っ
た
女
性
を
連
れ
、

ケ
ー
キ
の
四
角
い
箱
を
持
ち
、
何
か
声
高
に
話
し
な
が

ら
歩
く
の
を
見
て
、
し
み
じ
み
日
本
は
負
け
た
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　
今
ひ
と
つ
、
主
婦
と
な
っ
て
こ
ち
ら
に
来
て
印
象
に

残
っ
た
こ
と
は
、
肉
屋
の
店
舗
に
行
っ
た
と
き
、
ケ
ー

ス
の
中
の
牛
肉
の
多
さ
で
し
た
。
旭
川
で
は
、
牛
肉
は

隅
の
方
に
少
々
あ
り
、
牛
肉
が
私
の
方
を
見
向
き
も
し

ま
せ
ん
で
し
た
（
私
が
見
な
か
っ
た
の
で
す
が
…
…
）。

　
私
は
1
年
半
ほ
ど
、
大
阪
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
は
肉
屋
の
ケ
ー
ス
の
中
身
は
ほ
と
ん
ど
牛

肉
で
し
た
。
豚
は
隅
の

方
で
私
を
見
つ
め
て
い

ま
し
た
。
郷
に
入
っ
て

は
郷
に
従
え
で
す
ね
。

　
食
後
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
駅
の
正
面
で
拝
見
し

た
、
レ
ン
ガ
造
り
の
重
厚
な
美
し
さ
、
落
ち
着
き
の
あ

る
建
物
に
、
さ
す
が
日
本
を
代
表
す
る
東
京
駅
と
感
動

し
ま
し
た
。

　
後
に
知
っ
た
こ
と
で
す
が
、
屋
根
の
ス
レ
ー
ト
は
東

日
本
大
震
災
で
被
害
に
遭
っ
た
石
巻
で
作
ら
れ
、
や
っ

と
１
万
５
０
０
０
枚
が
納
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
南

ド
ー
ム
の
床
に
は
原
敬
首
相
、
新
幹
線
の
中
央
乗
り
換

え
付
近
に
濱
口
雄
幸
首
相
の
遭
難
現
場
の
目
印
タ
イ
ル

が
あ
る
と
、
駅
に
ま
つ
わ
る
話
を
い
ろ
い
ろ
耳
に
す
る

た
び
、
ま
た
今
度
ゆ
っ
く
り
と
歴
史
に
触
れ
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

ど
ん
ど
ん
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
八
頭
身
モ
デ
ル
に
フ

ア
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
日
常
化
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
化
粧
品
も
進
化
し
、
こ
の
頃
か
ら
化
粧
品
メ
ー
カ
ー

が
飛
躍
し
始
め
ま
し
た
。「
マ
チ
コ
巻
」
を
流
行
ら
せ

た
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
（
の
ち
映
画
化
）
の
舞
台
と
な
っ
た

数
寄
屋
橋
は
当
時
、外
堀
が
ま
だ
水
を
た
た
え
て
お
り
、

都
電
が
走
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
場
所
は
今
、
数
寄
屋

橋
も
な
く
高
速
道
路
と
店
舗
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
若
者
文
化
も
、「
太
陽
族
」「
ミ
ユ
キ
族
」「
竹
の
子

族
」
に
「
カ
ミ
ナ
リ
族
」
な
ど
が
現
れ
て
は
、
理
解
す

る
間
も
な
く
消
え
て
、
次
つ
ぎ
と
ハ
レ
ン
チ
な
出
来
事

が
起
き
る
の
で
、「
昭
和
ひ
と
ケ
タ
お
ば
さ
ん
」
は
ビ
ッ

ク
リ
仰
天
を
繰
り
返
し
な
が
ら
生
き
て
き
ま
し
た
。
で

も
そ
の
時
々
の
思
い
が
け
な
い
出
来
事
や
変
化
を
内
心

楽
し
み
な
が
ら
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
う
ん

と
長
生
き
し
て
世
の
中

を
ジ
ッ
ク
リ
見
て
楽
し

く
過
ご
し
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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地縁、血縁、同窓縁。　総合プロデューサー  鈴木敏朗（17 期）

　300 人超の同窓会を東京で開くとなると、会場、食事、費用、交通など
シバリも多く、歴代、実行委員は苦労されてきたことだろう。
　今回、京王プラザでの開催はおおむねぼくらが１年かけて積み上げたイ
メージ通りの楽しい展開となった。ただ、「料理が足りない！」というお
叱りを受けたのも事実で、あまり料理を食べられなかった方にはこの場を
借りてお詫びします。ゴメンナサイ（次回同窓会はたっぷりの量を確保し
たと聞いています！）。
　2000 年の実行期をつとめ、その後 15 年ぶりの実行委員を仰せつかった
のだが、今回は期を超えた有志が集まり、なにかを為すことの愉しさを味
わわせてもらったように思う。地縁・血
縁という結びつきは古来あるが、地縁
の親類でもあるような “ 同窓縁 ” という
居心地のよい結びつきがあるのだ！
　旭川でも、西高でも、顔を合わせたこ
ともないものどうしが、親密な友人とな
る。そう、これこそが東京同窓会の醍醐
味だろう。

第33回同窓会を省みて

第 33 回総会報告　　　　　 実行委員長代行　鈴木啓正（17 期）

　同期を超えたコミュニケーションの場を作ろうという
想いから始めた昨年の総会が平成 27 年 4 月 11 日京王
プラザホテルで開催された。
　15 年前のリンケージ 2000 を今再び！と、鈴木敏朗君
にテーマのコピーを作ってもらった。『ぶっちゃけ、合
コンしようよ』である。
　一昨年の春から実行委員会を立ち上げ 12 期、17 期、22 期、27 期の有
志が快く委員を引き受け「できる人ができる範囲で無理せずやろう」とチー
ム一丸、スムーズに進めことができた。
　総会はテーマに沿うイベントを模索し『歌で繋がる、部活で繋がる、旭
川特産品で繋がる、訛りで繋がる』とアイデアを出し合い、コーナーを設
けた。コンドル先生、林先生はじめ、皆さまにもお楽しみいただけたので
はないかと思っている。進化したポールスターも素敵だった。
　ご参加いただいた 336 名の皆さま、西高通信への寄稿・広告協賛に快
くご協力いただいた皆さま、ご支援いただいた執行部の皆さま有難うござ
いました。心より御礼申し上げます。

第
２
回
「
鈴
蘭
塾
」
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　

嶋
村
輝
郎
（
元
ニ
コ
ン
社
長
・
９
期
）

　

現
役
西
高
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一

環
で
、
職
業
人
と
し
て
の
先
輩
の
話
を

聞
く
機
会
「
鈴
蘭
塾
」
の
2
回
目
の
講

師
と
し
て
招
か
れ
ま
し
た
。
私
は
９
期

生
、
聴
講
者
は
65
、
66
期
の
１
、
２
年

生
で
実
に
半
世
紀
以
上
の
開
き
が
あ
る

こ
と
に
驚
き
、
時
代
背
景
や
価
値
観
の

違
い
の
あ
る
彼
ら
に
何
を
話
し
た
ら
良

い
の
か
？　

考
え
た
末
に
「
企
業
人
の

目
を
通
し
て
貴
方
達
に
望
む
も
の
」
と

題
し
て
話
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
こ
れ
か
ら
の
企
業
は
こ
う
し
た
動

き
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
を
意
識

し
な
が
ら
の
高
校
生
活
、
人
生
設
計
を

し
て
欲
し
い
と
…
…
。

　

今
、
日
本
企
業
は
国
際
的
経
済
競
争

に
勝
ち
抜
く
た
め
施
策
を
次
々
に
打
ち

出
し
て
い
る
。
例
を
あ
げ
て
説
明
し
た
。

１　

国
際
人
の
育
成
：
国
際
的
に
通
じ

る
人
材
の
獲
得
、
養
成
さ
ら
に
は
外
国

人
の
採
用

　

小
学
校
か
ら
の
英
語
教
育
（
英
語
耳

を
つ
く
る
）
や
大
学
の
９
月
入
学
６
月

卒
業
制
へ
（
留
学
、
海
外
就
職
、
外
国

人
採
用
に
好
都
合
）
の
動
き
は
こ
こ
か

ら
来
て
い
ま
す
。

２　

中
途
採
用
の
普
遍
化
：

①�

長
期
間
に
及
ぶ
企
業
内
人
材
教
育
の

コ
ス
ト
負
担
を
避
け
る
た
め
、
は
じ

め
か
ら
特
技
・
特
性
を
持
っ
た
即
戦

力
を
採
用
。
４
月
入
社
大
量
採
用
制

の
崩
壊
（
大
学
６
月
卒
業
制
も
拍
車

と
な
る
）。

②�

キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
人
は
、
よ
り
良

い
収
入
を
求
め
て
転
職
し
や
す
い
時

代
に
な
る
。

③�

正
社
員
、
非
正
社
員
の
区
別
が
な
く

な
り
待
遇
差
も
な
く
な
る
。

３　

雇
用
形
態
の
変
化
：
特
に
優
秀
女

性
労
働
力
確
保
、
育
児
時
間
、
高
齢
者

介
護
時
間
の
確
保
の
た
め
の
就
業
時
間

の
多
様
化
が
進
む

　

要
は
今
ま
で
の
日
本
流
企
業
文
化
は

通
用
し
な
く
な
り
、
欧
米
の
主
導
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
の
採
用

へ
の
道
を
突
き
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。

　

思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
と
い
う
歌
が
あ

り
ま
す
。「
い
つ
の
こ
と
だ
か
思
い
出
し

て
ご
ら
ん　

あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ

と
あ
っ
た
で
し
ょ
う　

嬉
し
か
っ
た
こ

と
、
悲
し
か
っ
た
こ
と
、
い
つ
に
な
っ

て
も
忘
れ
な
い
」
高
校
時
代
の
思
い
出

の
ア
ル
バ
ム
は
ぎ
っ
し
り
詰
り
ま
す
。

な
か
で
も
№
１
は
友
達
と
の
思
い
出
で

す
。
そ
れ
を
求
め
て
集
ま
る
か
ら
こ
そ

同
期
会
や
同
窓
会
が
あ
る
の
で
す
。
友

情
を
大
切
に
互
い
に
励
ま
し
合
っ
て
、

勉
学
そ
し
て
運
動
に
励
み
、
巣
立
ち
の

た
め
の
充
電
を
し
つ
つ
青
春
を
謳
歌
さ

れ
ん
こ
と
を
望
み
ま
す
。

「合コン広場」では期を超えた交流が

1 平田善次郎先生（書道、23 年間）
書道教師として 23年間、教えることは学ぶこと。私を育ててくれた多くの教
え子たち。その想い出に浸りながら白亜の殿堂の益々の発展を祈っている。

2 鈴木史朗先生（英語、８年 10 カ月）
皆さん自身も、また皆さんの孫子も決して戦場に行くことのないように頑張
りましょう。

3 高橋正幸先生（国語、14 年間）
古き良き時代に個性的な生徒の多い西高の教師として関わり合ったことに感
謝しております。

4 水谷哲彦先生（英語、11 年間）
２度のご招待、ありがとうございます。西高独特の和やかで、華やいだ雰囲
気が好きです。西高同窓会の更なるご発展を！

5 斎藤潤先生（音楽、25 年間）
創立 100 周年を越えて伝統高の仲間入りをした旭川西高。同窓会も益々の盛
会、充実や発展が望まれます。

6 山本勇先生（国語、11 年間）
西高同窓会は回想のみならず、未来への想いも行き交う素敵な場…。随分刺
激を受けました。感謝あるのみです。

7 林力先生（英語、７年間）
東京同窓会はその運営、異色なイベント等、素晴らしかった。また西高卒が
いかに各界で活躍しているか、驚嘆しました。

8 上原道代先生（国語、12 年間）
すぐに旭川西高時代に“タイムスリップ”。なつかしく、あたたかい場所でした。
そんな場所でありつづけて下さい。

（順不同・ご回答ありがとうございました。）

これまでにご臨席いただいた先生に、旭川西高東京同窓会に対する希望・忠告・感想・想い出などをお聞きしました。
（カッコ内は指導科目、西高在任期間）。招待恩師へアンケート
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代表取締役会長

デ
レ
ッ
キ
13

東
京
13
期
有
志

デレッキ13
東京13期有志

16期は５０周年を迎えます!

取締役

〒113-0034　東京都文京区湯島3-20-12 
ツナシマ第２ビル4階　
HP:http://www.koto-ba.biz/jp/Shared Office  

起業家を応援します

コンシェルジュのいるシェアオフィス

祝

第34回東京同窓会総会
18期一同

東京都港区元麻布 3-6-34 カーム元麻布 2F
http://www.equa-teur.com

Restaurant エクアトゥール

川島恵子（13期）

プレミアムなひと時を
ワインと共に

プレミアムなひと時を
ワインと共に

旭川西高体操部 OB会
木村　肇（23期）
渋川義幸（38期）
高　浩恭（38期）

北海道旭川市6条通9丁目45番地1 〒070-0036  T 0166-24-2111  F 0166-24-2114   
www.asahikawa-grand.com 

会員募集  あなたもお仲間に加わりませんか

旭川西高 書道部
祝全国制覇

書の甲子園「第 24回国際高校生選抜書展」
団体＝全国優勝，個人＝文科大臣賞

【旭川西高東京同窓会】
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JAZZ BIG BAND ポールスターの誕生
　およそ20年前、旭川西高東京同窓会のなかで活動していたバンドに参加し
た私は、このバンドをどう発展させるかを考えた。アマチュアにとっては、ク
ラシック音楽の方が演奏しやすい。譜面がほぼ固定しているのでしっかり練習
すれば演奏できる。しかしポップス系、特にジャズはセンスが必要で、アマチュアが演奏するの
はかなり難しい。そこで思いついたのがビッグバンドである。ビッグバンドはジャズを演奏する
バンド形態の一つで、人数は普通10人以上で、17人ほど揃えばフルバンドとも呼ばれる。演奏
はやさしくはないが、ソロ部分以外は概ね譜面通り演奏すればなんとかなる。迫力があり、楽し
い演奏ができるので、誠に大それた目標であったが、ビッグバンドを目指すことにした。
　そのためにまずメンバーの楽器変更から手をつけた。フルート、クラリネットはサックスに、
ギターはベースにという具合にメンバーには楽器を替えてもらい、練習をしてもらった。譜面も
各メンバーに合わせたものを作成し、練習した。だが、ビッグバンドの体裁を作るのは容易では
なく、演奏の方もなかなか進歩しなかった。それでも辛抱強く練習を続けるうち、１人、２人と
メンバーが増え、同窓生以外のメンバーも加入してくるようになった。この人たちはいずれも音
楽性や技術が優れていて、演奏力アップに大きく貢献してくれた。またメンバーの営業活動のお
かげで、大手ショッピングモール店内でのライブ活動が出来るようになったのは大きい。
　こうしてポールスターは約20年間活動を続け、今では年６～10回程度ライブ演奏を行ってい
る。まだまだ未熟でフルビッグバンドには程遠いが、現在もメンバーの半数は西高OBである。

ポールスター・バンドマスター��藤原　博（10期）

【編集後記】
特集に郷里を後にして奮闘した女性にスポットを当てまし
た。同窓会が無数の女性の支えで今日を迎えた事を実感
しました。“これまで ”と “これから ”を結びつける「礎」
にこの「西高通信」32号が少しでも貢献できれば本望です。
〔32号編集委員：綱島正寛（13期）椎葉百合子（13期）市川敏子（18期）〕

【執行部だより】
1. ホームページ（HP）について：WEBで参加の会員の皆様、新しい情報の掲載が遅く大変ご不便をおかけ
しており申し訳ありません。2016年1月15日より新しいドメインにてHPを公開いたしました（http://anktd.
com）。旧HPもまだ表示される場合もありますが、最新の情報は上記アドレスからご覧いただければ幸いです。

2. 総会参加のWEBでの参加申し込みについて：今回から申込は返信はがきのみとさせていただきます。
これまでWEBでの参加申し込みをいただいておりましたが、参加人数の把握、会場予約などに混乱があり、
総会当日の受付やお料理の準備など、参加会員の皆様に大変ご迷惑をおかけすることがありました。総会を
楽しんでいただくために今後の参加申し込みは「返信はがき」のみとさせていただきますのでご理解ください。

3. うれしいご報告：伝統の書道部が全国書道展で団体優勝、個人でも 3年・井上遥さんが文科大臣賞を
受賞。野球部も 3大会連続地区優勝を果たし、次への期待が高まります。

【会計報告】

三
期
生 

大
内
秀
夫

國
民
學
校
一
年
生

　
昭
和
９
年
生
マ
レ
ノ
ボ
ク
ハ
、
昭
和
６
年
ノ
満
州
事
変
、
７

年
ノ
上
海
事
変
、12
年
ノ
日
中
戦
争
ニ
続
キ
16
年
ノ
12
月
８
日
、

遂
ニ
太
平
洋
戦
争
勃
発
ト
、
生
マ
レ
タ
時
カ
ラ
戦
時
下
デ
、
軍

國
少
年
、
小
國
民
ト
呼
バ
レ
、
學
校
モ
尋
常
小
学
校
ガ
國
民
學

校
ト
改
称
サ
レ
テ
初
ノ
入
学
生
。
ク
ラ
ス
モ
一
組
、
二
組
デ
ハ

ナ
ク
、
智
組
、
勇
組
、
仁
組
、
信
組
、
誠
組
モ
ア
ッ
タ
カ
ナ
？

　
小
學
校
ヲ
知
ラ
ズ
、
敗
戦
マ
デ
國
民
學
校
ノ
マ
マ
卒
業
シ
タ

最
後
ノ
生
徒
デ
シ
タ
。
大
袈
裟
ニ
言
エ
バ
、
日
本
ノ
學
校
教
育

史
上
、
唯
一
、
珍
ラ
シ
イ
、
ロ
ス
ト
・
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
失

ワ
レ
タ
世
代
）。

　
敗
戦
後
ノ
學
制
改
革
ニ
ヨ
ル
六
三
三

制
。
現
在
ノ
新
制
中
学
、
新
制
高
校
ノ
第

一
期
生
。

　
戦
後
ノ
混
乱
期
、
新
制
中
学
ノ
校
名
モ

決
マ
ラ
ズ
、初
期
ハ
「
一
中
」、「
二
中
」
ト
、

数
字
ダ
ケ
ノ
校
名
、
因
ニ
「
五
中
」
ハ
後

ニ
「
常
盤
中
学
」
ニ
、「
六
中
」
ハ
「
聖
園

中
学
」ニ
ナ
ド
ナ
ド
…
。「
上
川
庁
立
高
女
」

ガ
「
旭
川
西
高
」
ニ
改
称
サ
レ
タ
ノ
ハ
南

北
朝
鮮
戦
争
ガ
勃
発
シ
タ
昭
和
25
年
。

　
思
エ
バ
、
戦
争
ト
イ
ウ
大
キ
ナ
波
ノ
ウ

ネ
リ
ニ
翻
弄
サ
レ
タ
少
年
時
代
デ
シ
タ
。

　
國
民
學
校
正
門
ノ
横
ニ
、
赤
レ
ン
ガ
ノ

小
サ
ナ
御
堂
ガ
ア
リ
、
天
皇
陛
下
ガ
入
ッ
テ
イ
ル
ト
教
エ
ラ
レ
、

登
校
下
校
ノ
時
、
最
敬
礼
シ
マ
シ
タ
。
友
ダ
チ
ガ
天
皇
陛
下
ヲ

見
ル
ト
目
ガ
潰
レ
ル
ト
言
ッ
テ
、
目
ト
歯
ヲ
食
イ
シ
バ
ッ
テ
オ

辞
儀
シ
テ
マ
シ
タ
。

　
日
照
時
間
モ
少
ナ
イ
北
国
。
現
在
ノ
ヨ
ウ
ニ
、
ビ
タ
ミ
ン
剤

モ
栄
養
ド
リ
ン
ク
モ
ナ
ク
、
小
児
病
予
防
ノ
タ
メ
國
民
學
校
ニ

ハ
太
陽
燈
ナ
ル
部
屋
ガ
ア
リ
、
男
ノ
子
モ
女
ノ
子
モ
パ
ン
ツ
一

ツ
デ
黒
イ
水
中
メ
ガ
ネ
ヲ
カ
ケ
輪
ニ
ナ
ッ
テ
、
ジ
ィ
ー
ン
ト
鳴

ル
青
白
イ
光
ヲ
浴
ビ
マ
シ
タ
。

　
ソ
ノ
後
デ
一
列
ニ
並
ビ
口
ヲ
ア
ケ
テ
飲
マ
サ
レ
タ
肝
油
ノ
不

味
カ
ッ
タ
コ
ト
。
魚
ノ
鱈
ノ
肝
臓
油
ト
聞
キ
マ
シ
タ
ガ
、
口
直

シ
ニ
旭
豆
ヲ
口
ニ
放
リ
込
マ
レ
マ
シ
タ
。
ソ
レ
デ
モ
霜
焼
ケ
ヤ
、

ア
カ
ギ
レ
ガ
デ
キ
マ
シ
タ
。

　
マ
タ
國
民
學
校
ハ
文
武
両
道
。
二
宮
金
次
郎
ノ
石
像
ト
相
撲

ノ
土
俵
ハ
、
ド
ノ
學
校
ノ
校
庭
ニ
モ
ア
リ
マ
シ
タ
。

　
心
身
鍛
練
ノ
タ
メ
、
春
秋
ハ
、
現
代
ト
違
ッ
テ
乗
物
ニ
乗
ラ

ナ
イ
、
文
字
通
リ
遠
足
。（
尤
モ
燃
料
モ
戦
時
中
倹
約
、
戦
争

末
期
カ
ラ
敗
戦
時
ハ
汽
車
ハ
石
炭
、車
ハ
木
炭
デ
走
リ
マ
シ
タ
）。

　
遠
足
モ
観
光
目
的
ト
言
ウ
ヨ
リ
、
食
用
ニ
ナ
ル
イ
タ
ド
リ
ノ

茎
ヤ
、
漢
方
薬
ニ
ナ
ル
草
ノ
根
ヲ
採
集
シ
ナ
ガ
ラ
ノ
遠
足
。

　
雪
国
ノ
夏
。
ボ
ク
ラ
ノ
學
校
ニ
マ
ダ
「
プ
ー
ル
」
ハ
ナ
ク
、

石
狩
川
ノ
流
レ
ヲ
蛇
籠
デ
堰
止
メ
タ
「
天
然
プ
ー
ル
」
デ
水
練
。

黒
イ
三
角
巾
ニ
紐
ノ
褌
ヲ
、
柳
ノ
小
枝
ニ
カ
ザ
シ
、
乾
カ
シ
ナ

ガ
ラ
帰
リ
マ
シ
タ
。

　
冬
ハ
常
盤
公
園
ノ
築
山
ヤ
石
狩
川
ノ

堤
防
デ
ス
キ
ー
遊
ビ
。
上
級
生
ニ
ナ
ル

ト
オ
ム
ス
ビ
ヲ
風
呂
敷
ニ
包
ン
デ
腰
ニ
巻

キ
伊
ノ
沢
ス
キ
ー
場
ヘ
。
転
ブ
ト
大
変
！
　

オ
ム
ス
ビ
コ
ロ
リ
ン
、
一
緒
ニ
コ
ロ
リ
ン
。

「
リ
フ
ト
」ハ
マ
ダ
ア
リ
マ
セ
ン
デ
シ
タ
。
　

　
戦
争
モ
激
シ
ク
ナ
ル
ト
、
ボ
ク
ノ
ア

ル
ミ
ノ
弁
当
箱
ハ
飛
行
機
ニ
ナ
ル
ト
言

ワ
レ
、
ツ
ブ
シ
テ
供
出
、
翌
日
カ
ラ
ボ

ク
ノ
弁
当
箱
ハ
重
箱
ニ
変
身
。
冬
ナ
ド

教
室
ノ
鋳
物
ノ
ス
ト
ー
ブ
ノ
周
リ
カ
ラ
、

温
マ
ッ
タ
弁
当
ノ
色
々
ノ
匂
イ
ガ
教
室

中
漂
イ
マ
シ
タ
。

　
敗
戦
後
、
學
校
給
食
制
度
モ
ボ
ク
ラ
カ
ラ
デ
シ
タ
ガ
、
コ
ッ

ペ
パ
ン
以
外
覚
エ
テ
イ
マ
セ
ン
。タ
ダ
、脱
脂
粉
乳
ハ
苦
手
デ
シ
タ
。

　
後
年
、
知
遇
ヲ
得
タ
上
野
動
物
園
ノ
古
賀
忠
道
園
長
ニ

「
動
物
ノ
中
デ
人
間
ガ
一
番
忘
レ
ッ
ポ
イ
」
ト
言
ワ
レ
、
マ
タ

「
忘
レ
ル
カ
ラ
生
キ
テ
ラ
レ
ル
」
ト
モ
。

　

戦
中
戦
後
ト
、抗
イ
難
イ
運
命
ノ
モ
ト
デ
育
ッ
タ
少
年
時
代
。

　
辛
カ
ッ
タ
コ
ト
哀
シ
カ
ッ
タ
コ
ト
モ
ア
ッ
タ
筈
ナ
ノ
ニ
、
コ
ウ

年
ヲ
経
ル
ト
、
愛
惜
ノ
記
憶
モ
朧
、
オ
ボ
ロ
ノ
彼
方
…
。

　
タ
ダ
、
戦
争
ガ
終
ッ
タ
ア
ノ
８
月
15
日
ノ
真
昼
。
物
干
シ
場

カ
ラ
茫
然
ト
見
上
ゲ
タ
空
ハ
、
何
事
モ
ナ
カ
ッ
タ
カ
ノ
ヨ
ウ
ニ
、

青
ク
美
シ
ク
澄
ミ
渡
ッ
テ
イ
タ
ノ
ヲ
、
今
モ
忘
レ
マ
セ
ン
。

（
写
真
提
供　

筆
者
）

國民學校入学記念撮影（昭和16年）
戦時下、父兄はほとんど、まだ和服姿の母親

連
載
第
29
回 

記
憶
の
中
の
旭
川

名前と血液型を胸に

当日ウェルカム演奏予定


